
＜製造業からサービス業へ＞

開かれたものづくりを通じた
モビリティ革新

一般社団法人ものづくり改善ネットワーク

開かれたものづくり研究会第12回

〒102-0085 東京都千代田区六番町６ 勝永六番町ビル1F
℡(03)5210-2561 FAX(03)5210-2560   Mail：admin@mkn.or.jp

URL：https://mkn.or.jp

◆申込み方法：
◆開かれたものづくり研究会会員の方は、別途お送りするご案内メールへの返信に
て参加、不参加をご連絡ください。裏面申込書でお申し込みされますと一般有料参加
となります。ご注意ください。
◆一般参加ご希望の方、MKN会員、地域ものづくりスクール連絡会会員は、裏面の
申込書に必要事項をご記入の上、郵送またはファクシミリでご送信ください｡
Webサイト https://mkn.or.jp/Seminar_form.html からも、お申し込みいただけ
ます。

◆会員以外の方には、スポット参加請求書を郵送いたしますので事前に銀行振込を
お願いいたします。
◆定員30名、スポット参加は先着順に受け付けます。開かれたものづくり研究会会員
の方が優先となりますので、満員の際はご容赦ください。

◆参加費：開かれたものづくり研究会会員：参加費無料（要事前予約） 入会方法は裏面をご参照ください。

一般参加：１名に付き 29,700円（消費税込み）

MKN会員及び地域ものづくりスクール連絡会会員：１名に付き 15,400円 （必ず会員番号をご記入ください。）

■講師 山梨学院大学現代ビジネス学部教授

（一社）ものづくり改善ネットワーク 特任研究員 東 秀 忠

～製品を超えた設計・開発によるモビリティ革新～

開 催 日：2021年 12 月 7 日（火）１３：３０～１６：３０

開催場所：勝永六番町ビル １階 会議室 東京都千代田区六番町６ ℡(03)5210-2561

https://www.mkn.or.jp/company.html#map

１. 今、モビリティの領域で何が起こっているのか？

２. CASEやMaaSとは一体何なのか？

３. 日本の自動車産業はどうすべきなのか？

４. 開かれたものづくりを通じたモビリティ革新の可能性

2010年3月東京大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学、2010年4月より山梨学院大学現代
ビジネス学部専任講師、2013年4月より山梨学院大学現代ビジネス学部准教授、2017年4月より現職。
2008年9月から2009年8月まで米ペンシルベニア大学ウォートンスクールに留学、2016年4月から2017
年3月まで仏国立社会科学高等研究院ヴァレオ・リサーチ・フェローとしてフランスにて研究に従事。
主たる研究領域はモビリティの進化と技術、社会の相互関係。特に自動運転やシェアリング、MaaSの
進展に関する国際調査研究を行っている。山梨学院大学に着任後は農業における生産管理・技術戦
略についても研究を進めている。

≪プログラム≫

開かれたものづくりを通じたモビリティ革新


